
様式第１号（２）の１ 令和元年１２月改訂

住宅・住宅災害・特例住宅災害・介護構造部分に係る住宅 貸付申込書
（○で囲む）

回

回

　1　新規適用 ２　非適用

円×　　　　月 ＝ 円

　在職年数 年　（自己都合による

　退職手当の率）

円×　　　　　 ＝ 円

コード

　公立学校共済組合貸付規程に基づいて、住宅貸付保険の適用を受けることとし、上記の金額を借り

受けたいので、申し込みます。

　令和　　　　年　　　　月　　　　日

　　　　公立学校共済組合宮城支部長　殿

　〒

年 月 日 　　　　月月

　〒

　上記の記載は、事実に相違ないことを証明します。

　　令和　　　　年　　　　月　　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　所属所名

　　　　　　　　　　　　　　　　　所属所長名 印

注意：　１　※印の欄は記入しないこと。
　　　　２　申込書は申込人が自書すること。
　　　　３　申込書・借用証書等に押印する印は同一のものを使用すること。
　　　　４　記載事項を訂正する際は訂正印として申込人の欄の印を使用すること。
　　　　　　なお，借用証書は訂正できないので誤記入の場合は別用紙に書き直すこと。
　　　　５　記入の際はﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ掲載の「貸付申込必要書類等ﾁｪｯｸ表」「住宅貸付等申込書類の記入方法・留意事項」を参照すること。

現住所 （TEL)

性別 フリガナ

職名 組合員証番号

満年齢 　　　　　　歳 氏名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

申
　
　
込
　
　
人

所属所名 所属所コード

所在地

コード
銀行名

銀行 支店 口座番号

（TEL)

組合員資格取得年月日（採用年月日） 昭和・平成・令和 期間 年

円

合　　計 円 円

医　　療 円 円

円

給料月額 葬　　祭 円

貸付限度額の算定 教　　育 円 円

組合員期間
による算出

給料月額 給料の月数 災　　害 円 円

円

円

住宅災害 円 円

ボーナス償還

団体信用生命保険 一　　般 円 円

購入又は工事完了予定年月日 住　　宅 円 円

給料月額の６／１０に相当する額 円

現
在
借
受
中
の
貸
付
金
の
償
還
額

貸付種別 毎月償還

令和　　　　年　　　　月　　　　日
介護構造部分 円

申込時の
退職手当額

結　　婚

円

給料月額 円 一回あたり
の

償還額

毎月償還額 円

給料月額の３／１０に相当する額 円 ボーナス償還額 円

円 決
定
金
額

毎月償還額

合計 円 給料の支給機関 合計

申　込　金　額 希望する償還回数
給与支給

機関コード

審査 受付

貸付区分 　1　新規 ２　借換

※
　
支
部
記
入
欄

貸付種別コード 貸付番号

円

ボーナス償還分 円 ボーナス償還額 円

毎月償還分



様式第１号（２）の２

Ａ　住宅新築　Ｂ　増改築・移築　Ｃ　修理　Ｄ　土地付一戸建て購入

Ｅ　マンション購入　Ｆ　住宅借入　Ｇ　更地購入　Ｈ　底地購入　Ｉ　更地借入　

Ｊ　底地借入　Ｋ　敷地補修　Ｌ　住宅のみ購入　Ｍ　他共済への返済

　家賃（月額　　　　　　　　　　　円）

 所在地

 借地（月額　　　　円）

階面積 ㎡
造 階建 階面積 ㎡ 室数 室 畳

増改築部分の延面積 ㎡ （台所を除く）

造 階建の 階部分、専用面積 ㎡ 室数 室 畳

㎡
・該当を○で囲む

住宅及び敷地所在地の見取図（最寄の駅又は停留所等からの目標を明記すること）

令和元年１２月改訂

申　込　事　由

（○で囲む）

現
在
の
住
宅
状
況

借家・賃貸アパート等

自
　
宅

家　　屋  建築年数  　　　  年 名義人 申込人との続柄

敷　　地
名義人 申込人との続柄

候
補
物
件
の
状
況

所　　在　　地
（登記簿上の地番）

構
造
の
大
要

一戸建住宅

集 合 住 宅
（マンション等）

敷地の状況
雑種地

購入地
借　地 ・該当を○で囲む

住宅等を新築・購入・
修理等の具体的な理由

所有地
地目

宅地 田畑 山林

借　　入　　金 （契　約　額）
円 円

資
金
計
画

共済貸付申込金
住宅金融公庫等

自己資金 その他の借入金

借替の場合の未償還元金 円
(既貸付償還表の今回の貸付日に
応答する返済年月の未償還元金)

円 円 円

合　　　　計

新
物
件
に
居
住
す
る
家
族
構
成

申込人との続柄 氏　　　名 年　齢 備　　　考　（勤務先等）

本人


